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防食・止水性能に優れたシートライニング工法！
コンクリート防食技術指針D種の品質試験に合格！
現場での手間なし・スピード施工で工期短縮！
施工中の臭気拡散を防ぎ、作業環境を向上！
施設形状を選ばない。
角型マンホールも更生！
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PPSライニング工法
マンホール更生／シールド用防食
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非開削であらゆる下水道マンホールが生まれかわります。

1 準　備　工 5 シ　ー　ト　貼　付

4 プ　ラ　イ　マ　ー　塗　布

2 高　圧　洗　浄　工 6 紫　外　線　照　射

3 事　前　処　理 7 仕 上 げ ・ 完 了

ベースプライマーを
ローラー等で塗布す
る。その後、シート貼
付面にゴムゴテ等で
貼付プライマーを塗
布する。

貼付プライマーがゲ
ル化する前に、貼付
側のフィルムを剥が
してシートを貼り付
ける。シワや気泡が
残らないよう、金属
へら等で脱泡する。

紫外線照射装置を
用いてシートを硬化
させ、硬化終了後に
シート表面のフィル
ムを剥がす。

シート端部のプラ
イマーや樹脂のは
み出しを処理する。
必要に応じてステッ
プを設置する。

資機材の搬入。換気
を行い、マンホール内
の酸素濃度及び有毒
ガス濃度を測定し、
安全基準内であるこ
とを確認する。

マンホール内面の
腐食劣化層を高圧
洗浄または、ピック
ハンマー等で除去
する。また、必要に
応じてステップの切
断を行う。

必要に応じて、断面
修復工を行う。その
後、シート割付図等
をもとに墨出しを
行う。

PPSライニング工法による防食は、プリプレグタ
イプのPPSシートを使用することで、現場での樹
脂の計算、混合、含浸の手間が省け、簡便で均一な
防食ライニング施工を可能とします。PPSシート
は軽量で施工性に優れ、しかも短時間で硬化完了。
トータル工期の短縮も図れます。


